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今
回
，
初
め
て
沖
縄
平
和

行
進
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
私
達
が
持
っ

て
い
る
沖
縄
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
か
け
離
れ
て
い
ま
し
た
。

学
校
の
授
業
等
で
沖
縄
平
和

行
進
や
戦
争
に
つ
い
て
学
習

す
る
機
会
は
あ
り
ま
し
た
が
、

実
際
に
平
和
祈
念
資
料
館
や

ひ
め
ゆ
り
の
塔
を
見
学
し
、

沖
縄
戦
の
映
像
や
亡
く
な
っ

た
人
々
の
写
真
や
所
持
品
等

を
み
る
と
凄
惨
な
戦
い
で
あ
っ

た
事
再
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
現
在
私
達
が
不

自
由
な
く
平
和
に
日
々
を
過

ご
す
事
は
当
た
り
前
で
は
な

く
と
て
も
幸
せ
な
事
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
沖

縄
戦
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実

を
過
去
の
出
来
事
に
す
る
の

で
は
な
く
、
私
達
の
世
代
か

ら
次
の
世
代
へ
と
語
り
継
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
沖
縄
行
進
で
色
々

な
こ
と
を
学
び
、
経
験
し
、

自
身
の
考
え
方
も
少
し
変
わ
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
今
後

も
こ
の
経
験
を
活
か
し
様
々

な
こ
と
を
学
習
し
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

回
裁
判
（
11
月
14
日
）
を
め

ど
に
双
方
の
主
張
が
出
そ
ろ

い
、
そ
の
後
は
証
拠
証
人
調

べ
の
段
階
に
入
る
。

報
告
集
会
に
は
約
70
人
が

参
加
し
た
。
『
あ
ら
か
ぶ
さ

ん
は
ど
ん
な
場
所
で
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
被
ば
く
し
た
の

か
!?
』
と
題
し
て
、
あ
ら
か

ぶ
さ
ん
本
人
か
ら
、
現
場
の

実
態
を
パ
ワ
ポ
の
未
公
開
写

東
京
労
組
は
、
３
・
15
、

４
・
６
の
第
１
波
、
第
２
波

の
統
一
行
動
の
成
功
を
受
け

て
、
第
３
波
の
統
一
行
動
を

４
月
22
日
に
開
催
し
た
。

当
日
の
行
動
は
12
時
30
分

よ
り
の
東
伸
社
社
前
で
の
春

闘
要
求
実
現
に
向
け
た
集
会

を
皮
切
り
に
、
15
時
か
ら
セ

フ
テ
ッ
ク
社
前
で
の
不
当
労

働
行
為
糾
弾
、
春
闘
要
求
実

現
に
向
け
た
集
会
、
16
時
30

分
か
ら
の
新
聞
輸
送
本
社
構

内
で
の
親
会
社
発
行
本
社
と

現
経
営
者
に
対
す
る
経
営
責

任
を
求
め
る
構
内
集
会
を
闘
っ

た
。３

波
と
も
多
く
の
組
合
員

が
参
加
し
、
合
計
３
２
０
名

の
組
合
員
が
職
場
か
ら
ス
ト

ラ
イ
キ
や
休
暇
で
統
一
行
動

に
結
集
し
た
。

東
京
労
組
は
こ
の
力
を
背

景
に
、
争
議
団
闘
争
の
前
進

や
組
織
拡
大
を
実
現
し
て
き

た
い
。

２
０
１
８
福
島
連
帯
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
参
加
し
て

「
慄
然
と
し
た
請
戸
港
の
風
景
」

川
口

知
由
（
東
京
南
部
）

真
な
ど
で
リ
ア
ル
な
説
明
が

あ
っ
た
。
あ
ら
か
ぶ
さ
ん
が
、

「
線
量
が
高
す
ぎ
て
10
分
し

か
居
ら
れ
ん
所
!!
」
「
竹
中

（
工
務
店
）
は
酷
か
っ
た
け

ね
ぇ
～
」
「
こ
れ
が
オ
レ
！

俺
!!
」
、
除
染
せ
ず
使
回
し

で
本
来
白
色
が
茶
色
に
変
色

し
て
「
煮
し
め
色
に
な
っ
た

（
遮
蔽
）
ベ
ス
ト
を
着
て
い

な
い
や
ろ
!!
」
と
指
さ
し
、

参
加
者
か
ら
驚
き
の
声
が
あ

が
っ
た
。
次
回
第
８
回
裁
判

は
、
７
月
６
日
（
金
）
11
時

か
ら
東
京
地
裁
１
０
３
法
廷
。

福
島
県
庁
申
し
入
れ
、
県
民

大
集
会
な
ど
に
参
加
し
た
。

最
終
日
は
飯
舘
村
に
向
か

い
、
村
の
至
る
所
に
あ
る
フ

レ
コ
ン
パ
ッ
ク
の
山
、
荒
廃

し
た
牛
舎
な
ど
を
見
て
回
っ

た
。
実
際
に
自
分
達
で
放
射

線
量
を
計
り
な
が
ら
、
未
だ

飯
舘
村
が
帰
宅
困
難
な
高
線

量
地
域
で
あ
る
と
実
感
し
た
。

最
後
に
浪
江
町
の
請
戸
港

と
富
岡
駅
前
に
向
か
っ
た
。

請
戸
港
は
津
波
被
害
直
後
の

状
態
が
未
だ
に
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
お
り
、
た
だ
一
面
荒

野
が
広
が
る
風
景
に
慄
然
と

し
た
。
他
方
で
富
岡
駅
周
辺

は
一
部
開
発
が
進
ん
で
い
て

真
新
し
い
建
物
が
幾
つ
か
あ
っ

た
が
、
駅
舎
の
す
ぐ
近
く
に

巨
大
な
仮
焼
却
処
分
場
が
聳

え
立
つ
姿
は
異
様
で
あ
っ
た
。

全
体
の
日
程
を
通
し
て
感

じ
た
こ
と
は
、
放
射
能
は
五

感
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
私

た
ち
は
無
関
心
に
な
り
が
ち

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も

被
害
に
あ
わ
れ
た
人
た
ち
の

話
に
傾
聴
し
、
政
府
や
東
電

が
つ
く
り
出
す
安
易
な
安
全

神
話
に
騙
さ
れ
ず
に
し
っ
か

り
と
し
た
科
学
的
数
値
と
言

説
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ

ろ
う
。

今
回
福
島
連
帯
キ
ャ
ラ
バ

ン
の
前
半
の
５
日
間
を
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
中

で
、
柏
崎
刈
羽
原
発
近
く
に

あ
る
原
発
Ｐ
Ｒ
館
の
見
学
、

あ
ら
か
ぶ
さ
ん
裁
判
の
第
７

回
口
頭
弁
論
が
、
４
月
19
日
東

京
地
裁
で
開
か
れ
た
。
大
法
廷

の
傍
聴
席
が
ほ
ぼ
一
杯
と
な
る

約
90
人
が
詰
め
か
け
た
。

今
後
の
裁
判
進
行
は
、
第
10

沖
縄
平
和
行
進
・
第
41
回

５・
10
～
13

『
初
め
て
参
加
し
て
…
』

全
国
一
般
大
鵬
薬
品
工
業
労
働
組
合

郡

駿
亮
・
佐
々
木
秀
一

あ
ら
か
ぶ
さ
ん
裁
判
（
第
７
回
）

『
竹
中
は
酷
か
っ
た
け
ね
ぇ
～

ベ
ス
ト
を
着
て
な
い
や
ろ
!!
』

4・１9

写真を説明するあらかぶさん

（片岡遼平氏撮影）
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第
３
波
統
一
行
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の
報
告
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京
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組
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18
春
闘
？
で
は
ト
ヨ
タ
労

使
が
始
め
て
ベ
ア
を
非
公
開

と
し
、
連
合
春
闘
の
枠
組
み

を
崩
し
、
体
を
な
さ
な
く
し

て
い
る
。
春
闘
の
社
会
的
役

割
が
、
つ
い
に
終
焉
す
る
時

を
迎
え
て
い
る
。
経
団
連
に

は
「
多
様
な
賃
上
げ
」
（
コ

ミ
コ
ミ
で
３
・
３
％
？
）
と

評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
下
請

中
小
春
闘
勝
利
、
最
賃
大
幅
ア
ッ
プ
!!

今
す
ぐ

１
０
０
０
円
、
１
５
０
０
円
の
時
給
が
必
要
だ
!!

猛
毒
！
「
高
プ
ロ
」
奴
隷
法
案
を

あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
し
、
廃
案
に
し
よ
う
！

円
に
も
２
０
０
万
円
に
も
な
っ

て
し
ま
う
。

③
ま
た
、
「
高
プ
ロ
」
に
同

意
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
労

働
者
を
「
解
雇
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
法
案
に
書
い
て
あ

る
も
の
の
、
実
際
に
解
雇
さ

れ
た
場
合
、
行
政
や
司
法
に

よ
る
救
済
の
可
能
性
は
「
一

概
に
は
い
え
な
い
」
と
政
府

は
答
え
て
い
る
。
結
局
、
解

雇
が
嫌
な
ら
拒
否
で
き
な
い

制
度
と
い
う
こ
と
だ
。
拒
否

で
き
ず
に
、
『
辞
め
た
く
て

も
辞
め
ら
れ
な
い
』
の
相
談

が
如
何
に
多
い
か
を
見
れ
ば
、

拒
否
で
き
な
い
こ
と
は
明
白

だ
。

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
」
は
、
①
労
働
者

に
「
働
き
方
の
裁
量
」
を
与

え
る
こ
と
も
な
く
、
時
間
外
・

深
夜
割
増
手
当
も
支
払
わ
ず

に
、
「
管
理
監
督
者
」
以
下

の
扱
い
だ
。
週
休
２
日
に
あ

た
る
年
間
１
０
４
日
の
休
み

さ
え
あ
れ
ば
、
24
時
間
労
働

を
48
日
間
連
続
さ
せ
て
も
違

法
に
な
ら
ず
、
年
間
６
１
４

４
時
間
の
就
労
を
命
じ
て
も

合
法
と
い
う
。
フ
ル
タ
イ
ム

労
働
者
の
17
年
の
総
実
労
働

時
間
平
均
が
、
年
間
２
０
１

６
時
間
な
の
で
そ
の
３
倍
も

働
か
せ
て
も
合
法
だ
。
こ
れ

が
過
労
死
促
進
法
、
過
労
死

促
進
制
度
と
い
わ
ず
し
て
何

に
な
る
！
ま
さ
に
「
現
代
の

奴
隷
制
」
の
始
ま
り
だ
。

②
ま
た
、
年
収
が
高
い
人
に

限
定
す
る
と
政
府
は
言
う
が
、

２
４
時
間
就
労
を
命
じ
て
お

い
て
、
働
け
な
か
っ
た
分
を

賃
金
カ
ッ
ト
（
欠
勤
控
除
）

す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

な
い
。
つ
ま
り
、
年
収
１
０

７
５
万
円
の
要
件
は
ま
や
か

し
だ
。
引
か
れ
て
４
０
０
万

け
に
は
単
価
切
り
下
げ
を
要

請
し
、
中
小
切
捨
て
の
春
闘

で
あ
る
。
昨
年
と
異
な
り
、

大
企
業
の
利
益
は
3
月
期
で

28
％
増
と
な
り
過
去
最
高
で
、

内
部
留
保
額
も
過
去
最
高
額

に
積
み
上
が
っ
て
い
る
。
お

ま
け
に
人
出
不
足
と
い
う
有

利
な
情
勢
も
利
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
連
合
春
闘
は
完
全

に
地
に
落
ち
て
い
る
。

一
方
、
中
小
回
答
は
、
率
で

は
現
時
点
で
昨
年
同
様
大
手
を

上
回
っ
て
い
る
が
、
額
で
は
、

格
差
拡
大
の
小
額
回
答
だ
。
大

「
働
き
方
改
革
推
進
法
案
」
廃
案
へ
、
生
活
で
き
る
賃
金
か
ち
と
ろ
う
!!

第89回日比谷メーデー

18
春
闘
で
「
格
差
拡
大
」
を
許
さ
ず
、

大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
！

大
手
春
闘
の
影
響
力
の
終

焉
の
中
で
、
18
春
闘
が
マ
ス

コ
ミ
な
ど
で
、
モ
リ
カ
ケ
問

題
も
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど

報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。
未
妥

結
組
合
の
多
い
中
で
、
中
小

春
闘
の
粘
り
が
問
わ
れ
て
い

る
。今

後
は
、
全
国
的
な
中
小
・

労
組
平
均
の
６
０
６
１
円
に
対

し
、
中
小
は
４
９
４
２
円
だ
。

格
差
は
依
然
と
し
て
拡
大
し
て

お
り
、
是
正
に
は
程
遠
い
。

非
正
規
労
働
者
の
、
春
闘
い
っ

せ
い
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
め

た
闘
い
、
あ
る
い
は
、
全
国
い
っ

せ
い
行
動
・
集
会
・
行
政
申
し

入
れ
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
、
社

会
的
な
影
響
力
を
高
め
る
中
小

春
闘
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
最
賃
闘
争
を
強
め
よ
う
!!

そ
し
て
労
働
組
合
を
作
り
、

組
織
拡
大
に
繋
げ
、
影
響
力
を

強
め
、
労
働
組
合
の
責
任
を
果

た
し
て
行
こ
う
！
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「
働
き
方
改
革
推
進
法
案
」
衆
議
院
を
通
過

参
議
院
で
の
徹
底
審
議
で
政
府
を
追
及
し
、
労
働
組
合

運
動
の
力
で
廃
案
に
!!

５
月
31
日
、
衆
議
院
本
会
議
で
「
働
き
方
改
革
推
進
法

案
」
は
可
決
さ
れ
、
参
議
院
へ
送
ら
れ
た
。
「
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
か
ら
ぬ
け
ら
れ
る
仕
組
み
」
を
加

え
、
中
小
企
業
へ
の
適
用
を
遅
ら
せ
る
と
い
う
「
修
正
」

が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
修
正
に
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
く
、

む
し
ろ
中
小
企
業
労
働
者
を
差
別
的
に
扱
う
政
権
の
姿
勢

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

私
た
ち
は
、
４
月
末
か
ら
全
国
で
法
案
反
対
の
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
つ
な
ぎ
、
５
月
22
日
に
は
日
比
谷
野
音
で
大
規
模

な
法
案
反
対
集
会
に
参
加
し
、
全
体
で
は
２
２
０
０
人
の

結
集
を
み
た
。
衆
議
院
で
の
採
決
が
見
込
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
連
日
の
よ
う
に
国
会
前
抗
議
集
会
を
開

き
、
過
労
死
家
族
の
会
の
要
求
（
首
相
と
の
面
会
・
高
プ

ロ
削
除
）
を
共
有
し
て
厚
生
労
働
委
員
会
傍
聴
闘
争
も
展

開
し
た
。

６
月
か
ら
参
議
院
の
審
議
が
始
ま
る
。
働
き
方
改
革
法

案
の
欠
陥
・
不
備
を
追
及
し
て
徹
底
審
議
を
余
儀
な
く
さ

せ
、
成
立
を
阻
止
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
衆
議
院

で
は
法
案
の
中
味
の
審
議
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
批
判

さ
れ
る
べ
き
点
は
、
雇
用
対
策
基
本
法
を
変
え
て
「
生
産

性
の
向
上
」
を
労
働
法
制
の
目
的
に
加
え
る
と
か
、
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」
に
関
し
て
は
、
実
は
身
分
に
応
じ
た

格
差
・
差
別
固
定
化
を
は
か
る
も
の
だ
。
こ
う
し
た
批
判

点
を
さ
ら
に
暴
い
て
こ
う
。
国
会
前
集
会

や
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
の
傍
聴
闘
争

で
、
断
乎
廃
案
に
追
い
込
も
う
！
！

「
働
き
方
改
革
推
進
法
案
」
を
廃
案
へ
!!

5/1札幌大通公園メーデー

4/21 ユニオンくしろ事務所前↑

北海道

大阪

京都

福島

札幌

5/10 全港湾八戸支部の早朝集会に150人 八戸

5/1青森労働局申入れ

青森

４
・
20
北
海
道
と
沖
縄
か
ら
同
時
ス
タ
ー
ト

５
・
22

日
比
谷
野
音
集
会
&
国
会
デ
モ
に
２
２
０
０
人
が
結
集
!!

宮城

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

4/20帯広スタート

5/15宮城労働局前

5/16福島労働局前

5/14大阪市

静岡 5/19静岡集会

長野 5/17松本駅前

神奈川

東京

5/21横浜駅前

5/15 京都市役所前

栃木

5/21宇都宮

5/22日比谷野音集会
全国キャラバン隊長の報告

最
低
賃
金
大
幅
引
上
げ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
８

コ
ン
ビ
ニ
大
手
本
社
に
申
入
れ
行
動
お
こ
な
う

５/31
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ヤ
リ
テ
ィ
を
減
額
す
る
こ
と

を
申
し
入
れ
た
。

今
年
は
栃
木
県
内
の
コ
ン

ビ
ニ
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
賃
金

調
査
結
果
を
持
参
し
、
地
域

最
賃
と
同
じ
八
〇
〇
円
で
募

集
し
て
い
る
店
舗
の
割
合
が
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
89
％
、

セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
で

77
％
、
ロ
ー

ソ
ン
で
65

％
と
高
率

の
実
態
を

指
摘
し
た
。

さ
ら
に
最

賃
に
引
き

昨
年
11
月
、
労
契
法
18
条
の

実
質
施
行
に
あ
わ
せ
て
、
非
正

規
ド
ラ
イ
バ
ー
を
正
社
員
に
転

換
す
る
要
求
を
会
社
に
提
出
し

団
交
を
行
っ
た
。

そ
し
て
今
年
３
月
19
日
に
第

２
回
団
交
を
も
っ
た
。
団
交
で

会
社
側
は
、
「
三
年
で
無
期
転

換
」
「
一
定
の
条
件
の
非
正
規

社
員
を
本
人
の
申
請
で
正
社
員

に
転
換
す
る
」
な
ど
の
内
容
を

組
合
に
示
し
た
。
人
員
確
保
が

目
的
で
あ
る
が
、
ヤ
マ
ト
運
輸

が
労
契
法
18
条
を
超
え
る
制
度

を
発
足
さ
せ
た
こ
と
は
評
価

で
き
る
。
支
部
は
「
正
社
員

転
換
に
際
し
、
退
職
金
を
非

正
規
の
期
間
も
含
め
て
計
算

す
る
こ
と
」
な
ど
を
要
求
し

た
。
支
部
は
、
組
合
員
が
正

規
に
転
換
に
な
っ
た
後
も
、

非
正
規
差
別
を
撤
廃
さ
せ
る

決
意
だ
。

一
方
、
正
規
と
賞
与
格
差

是
正
を
求
め
る
ヤ
マ
ト
運
輸

20
条
裁
判
は
最
高
裁
の
段
階

に
あ
る
。
上
告
棄
却
を
許
さ

ず
戦
い
抜
く
。
（
畠
山
健
治
）

３
月
12
日
の
申
し
入
れ
で

は
、
長
野
一
般
労
組
三
役
と

長
野
一
般
永
竹
分
会
の
三
役

が
、
組
合
結
成
通
知
書
と
団

体
交
渉
開
催
申
入
書
を
会
社

役
員
に
手
交
。
職
場
上
司
に

よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
の
改
善
、
差

別
的
に
な
さ
れ
て
い
た
早
出
・

残
業
や
有
給
休
暇
取
得
時
の

ル
ー
ル
化
、
男
女
に
よ
る
賃

金
格
差
の
是
正
な
ど
を
申
し

入
れ
た
。

4
月
3
日
に
行
わ
れ
た
第

1
回
団
体
交
渉
に
は
、
業
務

に
よ
り
出
席
で
き
な
い
組
合

ヤ
マ
ト
運
輸
で
無
期
転
換
か
ち
と
る

宮
城
合
同
・
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
支
部

５
月
31
日
、
数
年
来
続
い
て

い
る
コ
ン
ビ
ニ
本
社
に
対
す
る

求
人
募
集
賃
金
の
引
き
上
げ
要

請
を
行
っ
た
。
こ
の
日
、
ロ
ー

ソ
ン
及
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

の
本
社
に
出
向
い
た
。
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
は
６
月
８
日
の
訪
問

予
定
。
コ
ン
ビ
ニ
本
社
の
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
者
に
対
し
、
求
人

募
集
賃
金
が
、
地
域
の
労
働
者

の
賃
金
決
定
に
大
き
な
影
響
力

を
持
つ
こ
と
か
ら
、

①
全
国
す
べ
て
の
店
舗
に
お
い

て
千
円
以
下
の
求
人
を
や
め
、

一
五
〇
〇
円
を
目
指
す
こ
と
。

②
前
記
を
実
現
す
る
た
め
に
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
加
盟
店
の
ロ
イ

新組合

労
契
法

18
条

員
を
除
く
、
15
名
が
出
席
し
、

パ
ワ
ハ
ラ
が
日
常
的
に
行
わ

れ
て
い
る
職
場
の
現
状
を
訴

え
、
事
実
関
係
の
調
査
を
要

求
。４

月
26
日
に
行
わ
れ
た
第

2
回
団
体
交
渉
で
は
、
会
社

は
パ
ワ
ハ
ラ
の
事
実
を
認
め

た
う
え
で
、
再
発
防
止
策
と

し
て
管
理
体
制
の
見
直
し
な

ど
を
約
束
し
た
。

次
回
交
渉
は
賃
金
格
差
の

是
正
、
未
払
い
賃
金
の
是
正

に
つ
い
て
5
月
31
日
に
行
う
。

「
永
竹
分
会
」
を
過
半
数
22
名
で
結
成

長
野
一
般
労
働
組
合

山口

5/8山口市役所前

長崎

4/25長崎市 北九州

沖縄4/20沖縄スタート＠辺野古

4/29北九州メーデー行動＠小倉駅前

岡山
5/10岡山駅前

兵庫
5/11神戸市

永
谷
園
グ
ル
ー
プ
傘
下
の

株
式
会
社
永
竹
で
労
働
組
合

が
結
成
さ
れ
、
長
野
一
般
労

働
組
合
に
加
入
し
た
。

（
株
）
永
竹
は
永
谷
園
の
即

せ
き
味
噌
汁
「
あ
さ
げ
」
・

「
ゆ
う
げ
」
を
製
造
す
る
会

社
で
、
従
業
員
は
役
員
を
含

め
て
27
名
。
組
合
結
成
で
組

合
員
と
な
っ
た
の
は
22
名
で
、

職
場
の
過
半
数
以
上
を
占
め

る
。

５/31 第3回団体交渉

上
げ
に
伴
い
、
在
籍
者
の
賃

金
引
き
上
げ
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
る
意
味
で
も
新
規
採
用
者

と
の
差
異
が
必
要
だ
が
、
そ

こ
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
オ
ー

ナ
ー
の
判
断
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
最
後
に
、
文
書
回
答
を

改
め
て
申
し
入
れ
た
。

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
を
求
め
る
中
央
最
低
賃
金

審
議
会
に
対
す
る
署
名
は
、

意
見
書
と
と
も
に
、
六
月
下

旬
に
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

に
提
出
す
る
の
で
、
各
団
体

の
取
り
ま
と
め
を
早
急
に
お

願
い
し
ま
す
。


	142-1.4.pdf
	142-2.3

